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高知赤十字病院　南館6階病棟
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94 高知赤十字病院医学雑誌　第 2 2 巻　第 1 号　2 0 1 7 年
患者の段階 看護師の語り 語りの要約 テーマ
病棟への還元 患者さんもよくなる，看護師も自信になったりとか，私もそうい
う関わりができるんやみたいなことがあるかと思う．みんなで
きる力を持っているんだけど，どうやってそれを発揮していいの
かたぶんわからない．（A看護師）
看護師が患者との関わりを通して成
長し，自信をつけることで，それぞれ
が持つ力を発揮できる環境づくり
看護師と患者の向上
できる環境作りをして
いく
そういうところを下の子に教えてあげなければならない，チーム
で共有するとか．結局このことあの人に聞いたらわかるきあの
人に任せとけばえいわみたいになると次が育たんし．やってみ
て患者さんが喜んで帰っていう流れをみてもらって実際に．充
実感とか．今の段階で転院させてあげないととかっていうの
を，もっと早くに行動に移せれたらよかった，この人に限らず．
時期を逃さんように．今じゃないとってとこがあるので．（D看
護師）
関わっている人だけに任せるのでは
なく，情報共有し，新人も含めみんな
が関われる機会を作っていく．時期
を逃さないように，残された時間を
少しでも本人の希望にそえるように
するためには，早くから介入していく
ことが重要
新人看護師も含め皆
が関われる機会を作
り，時期を逃さないよ
う早期に介入していく
一人の人間としてみることから始めて相手の立場にたって物事
を考えていくように大切にしていっています．（C看護師）
患者としてみるのではなく，一人の人
間として向き合う．相手の立場を理
解し，考える
人間対人間の看護を
意識する
フィードバックをうけて家に帰って表情が明るいとか，あの時の
看護はやってよかったねってなる．それを本当は皆と共有して
カンファレンスとか，部署の中ではあったらよかったかなと思う
けど．頑張って支援したら希患者さんも希望に向かっていける
んだよということがわかったと思う．今までやってきたことは
間違ってなかったって思うけど，それによって行動が変わったっ
ていうか，もっとケアすればよかったかもしれん．今回生かせ
んかったことを次に生かすとか，その形の方が多いかな．（C看
護師）
自分たちの看護を振り返り，フィード
バックすることで自分たちの看護に
ついてより深く考える機会や次に活
かせる機会を得る．頑張って支援す
ることが患者の希望につながること
を自分たちが実感することができる
看護観の振り返りを行
い，今後に活かしてい
く
